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[主張]　矢繼早の喜び

　朝 (てう)鮮 (せん)人 (じん)に義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)制 (せい)を實 (じつ)施 (し)すべきことが政 (せい)務 (む)總 (そう)監 (かん)談 (だん)として發 (はつ)表 (ぺう)され、これについて、鹽 (しお)原 (はら)學 (がく)務 (む)局 (きよく)長 (てう)より、それが準 (じゆん)備 (び)を命 (めい)ぜられたことを發 (はつ)表 (ぺう)した。特 (とく)別 (べつ)志 (し)願 (ぐわん)兵 (へい)、創 (そう)氏 (し)と共 (とも)[に]、内 (ない)鮮 (せん)一體 (たい)の鼎 (かなえ)の三足 (そく)といふべきである。しかもこれらの大 (だい)事 (じ)業 (げう)が僅 (きん)々三年間 (かん)に矢繼 (やつぎ)早 (ばや)に實 (み)を結 (むす)ぶに至 (いた)つたことはなんといふ驚 (けう)異 (い)であらう。なんといふありがたさであらう。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)がいよいよ實 (じつ)施 (し)されるまでには、財 (ざい)政 (せい)的 (てき)、人 (じん)的 (てき)その他 (た)の準 (じゆん)備 (び)のため、相 (そう)當 (とう)の日子 (し)を要 (よう)することは當 (とう)然 (ぜん)であるが、當 (とう)局 (きよく)の意 (い)向 (かう)として傳 (つた)へられるところによれば、昭 (せう)和 (わ)二十五年までには國 (こく)民 (みん)皆 (かい)學 (がく)の實 (じつ)現 (げん)を見 (み)る由 (よし)である。若 (もし)然 (しか)りとすれば、今 (いま)より十年後 (ご)には、半島 (はんとう)人 (じん)の學 (がく)齢 (れい)児 (じ)童 (どう)は男 (だん)女 (じよ)を問 (と)はず全 (ぜん)部 (ぶ)國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を受 (う)けることゝなるわけであり、それまでには、今 (こん)日の就 (しう)學 (がく)率 (りつ)四割 (わり)五分 (ぶ)より漸 (ぜん)次 (じ)増 (ぞう)加 (か)して、昭 (せう)和 (わ)十七年には六割 (わり)に至 (いた)り、かくの如 (ごと)く年々小學 (せうがく)校 (こう)の校數 (こうすう)と級數 (きうすう)を増加 (ぞうか)して、遅 (おそ)くとも昭 (せう)和 (わ)二十五年までには、義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)の完 (くわん)成 (せい)を見 (み)るといふのである。
　いふまでも[な]く國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)は、國 (こく)民 (みん)生 (せい)活 (くわつ)の、基 (き)礎 (そ)をつくることであつて、國 (こく)民 (みん)精 (せい)神 (しん)は實 (じつ)に國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を通 (とほ)して國 (こく)民 (みん)に授 (さづ)けられ訓 (くん)育 (いく)せられるものである。教 (けう)育 (いく)は決 (けつ)して個 (こ)人 (じん)の生 (せい)活 (くわつ)慾 (よく)滿 (まん)足 (ぞく)の力 (ちから)を與 (あた)へるためではなくて、國 (こく)家 (か)理 (り)想 (そう)實 (じつ)現 (げん)に必 (ひつ)要 (よう)な國 (こく)民 (みん)を造 (つく)るためになされるものである[。]であるから、兒 (じ)童 (どう)に國 (こく)民 (みん)教 (けう)育 (いく)を與 (あた)へることはその兒 (じ)童 (どう)を國 (こく)家 (か)目 (もく)的 (てき)にふさはしき國 (こく)民 (みん)に仕立 (した)てるためである。
　これは單 (たん)に小 (せう)學 (がく)教 (けう)育 (いく)に對 (たい)してのみ言 (い)はるべきではない。中 (ちう)等 (とう)教 (けう)育 (いく)は勿 (もち)論 (ろん)のこと、大 (だい)學 (がく)専 (せん)門 (もん)教 (けう)育 (いく)に於 (お)いても同様 (どうよう)である。或 (ある)個 (こ)人 (じん)[に]或 (ある)種 (しゆ)の教 (けう)育 (いく)を國 (こく)家 (か)が施 (ほどこ)すのはその個人 (こじん)に對 (たい)して、職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)を要 (よう)求 (きう)するゆゑんであり[、]翻 (ひるがへ)つて國 (こく)家 (か)に奉仕 (ほうし)することによつて自己 (じこ)の人間的 (にんげんてき)職 (しよく)責 (せき)を盡 (つく)し、いはゆる生 (うま)れた甲 (か)斐 (ひ)ある生 (せい)を全 (まつた)うするのである。この思 (し)想 (そう)はかのいはゆる自 (じ)由 (ゆう)主 (しゆ)義 (ぎ)時 (じ)代 (だい)にははつきりしてゐなかつた[。]否 (いな)[、]個 (こ)人 (じん)が教 (けう)育 (いく)を受 (う)けるのは自 (じ)己 (こ)の生 (せい)活 (くわつ)慾 (よく)を充 (み)たさんための方便 (ほうべん)のやうに考 (かんが)へられた時 (じ)代 (だい)もあつた[。]今 (こん)日といへどもかゝる間 (ま)違 (ちが)つた見解 (けんかい)を抱 (いだ)いてゐるものがないとも限 (かぎ)らないが[、]かゝる見解 (けんかい)は日本 (につぽん)精神 (せいしん)に悖 (もと)るものである[。]義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)をかゝる角 (かく)度 (ど)より眺 (なが)めるものがあるとすれば[、]それは許 (ゆる)すべからざる見 (けん)當 (とう)違 (ちがひ)といはねばならぬ。
　義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が問 (もん)題 (だい)になるにあたり中 (ちう)等 (とう)以 (い)上 (じやう)學 (がく)校 (こう)に在 (ざい)學 (がく)する男女學生 (だんじよがくせい)は、宜 (よろ)しく勉 (べん)學 (がく)の意 (い)義 (ぎ)を再檢 (さいけん)し、個 (こ)人 (じん)的 (てき)慾 (よく)望 (ぼう)中 (ちう)心 (しん)の思 (し)想 (そう)を清 (せい)算 (さん)して、日本 (につぽん)のための吾 (われ)、御 (み)國 (くに)のために職 (しよく)域 (いき)奉 (ほう)公 (こう)せんための勉 (べん)学 (がく)の意 (い)義 (ぎ)を明 (めい)瞭 (れう)に把 (は)握 (あく)すべきである。
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